
日本生産管理学会 中国・四国支部（任意）研究会 活動報告 
 

研究会名 循環型社会の生産管理 

 

年 度 研 究 概 況 と 成 果・公 表 報 告 

活動期間：2002 年 4 月 1日～2003 年 3月 31 日 

研究内容: リサイクル・リユースを目指している企業をモデルに、

リバースロジスティクスを組み込んだサプライチェーンモデルを構

築し、シミュレーションを行う。 

 

第１年度 

 
西暦 

2002 年 
研究成果及び公表: 輸送用梱包材のリユースシステムを対象とした

静脈物流システムについて考察した。 

 

 

 2003 年 

 2 月 17 日 

 

 

報告責任者 

平木秀作 

活動期間：2003 年 4 月 1日～2004 年 3月 31 日 

研究内容: リサイクル・リユースを目指している企業をモデルに、

リバースロジスティクスを組み込んだサプライチェーンモデルを構

築し、シミュレーションを行う。 

 

第２年度 

 
西暦 

2003 年 
研究成果及び公表: 輸送用梱包材リユースのための静脈物流システ

ムを構築した。日本生産管理学会第 18 回全国大会で研究成果を報告

した。関連学会でも研究成果を報告した。 

 

 2004 年 

 4 月 19 日 

 

 

報告責任者 

平木秀作 

活動期間：2004 年 4 月 1日～2005 年 3月 31 日 

研究内容: リサイクル・リユースを目指している企業をモデルに、

リバースロジスティクスを組み込んだサプライチェーンモデルを構

築し、シミュレーションを行う。 

 

第３年度 

 
西暦 

2004 年 
研究成果及び公表: 輸送用梱包材リユースのための静脈物流システ

ムを構築した。日本生産管理学会第 21 回全国大会で研究成果を報告

した。また、関連学会及び国際会議でも研究成果を報告した。 

  2005 年 

  4 月 21 日

 

 

報告責任者 

平木秀作 

 

終了報告 

 
まとめと 

今後の展開 

など 

上述のとおり、研究会を立ち上げて３年間を経過し、それなりの研

究成果を得たので、研究会の活動を終了する。 

 

研究成果の一部は、学術雑誌に受理された。近々、掲載される予定

である。引き続き、研究成果を日本生産管理学会及び関連学会で公

表する予定である。 

  2005 年 

  4 月 21 日 

 

 

研究会代表者

平木秀作 
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